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毎年春になると新入生合宿研修がどこの学科でも催されます。その中で物理工学科の研修は独特で、二年
生以上の上級生が主体となりその研修の企画、運営を行います。今年は私が責任者とな りました。以下に、
その過程で感じた事などについて述べたいと思います。
研修を通して強く学んだことは、大人数を統括するには先見性を持つことが必須であるということです。
また、一人の人間ができることには限界があるということです。至って当たり前なことですが、何かを効率
よくこなそうとするとき人との協力が不可欠であるということを実感 しました。特に苦労をしたことは、当
日参加する先生方、新入生等、計80人を統括することで した。80人もの規模を動かした経験はもちろんな
く予定通り進行できるのか不安でした。代表という役柄、常に予定の2、3手先を読み全体がスムーズに進
行するよう心がけました。それでもやはり、物事は自分の思い通 りには進まないもので、大学出発の時点で
すでに予定時刻を越えてしまう等時間の管理に忙殺されました。しか しその中で、私を支えてくれたのが今
まで共に企画、運営をしてきた上級生でした。予定がずれる兆 しや、予期せぬところでの時間のずれが起こ
ると上級生が一丸となり素早い対応をしてくれました。その甲斐あり研修の予定は、途中で時間がずれるこ
ともありましたが全て消化でき、無事に終了いたしました。私の力不足で行き届かないところも多々あった
とは思いますが、皆で協力して研修を成 し遂げた喜びは絶大であり、また無事に終わったという安堵感もあ
りました。
冒頭でも述べましたが協力することがどれほど大事なことであるか研修を通じて痛感しました。また、大
学生活を一年送って思うことは高校までとは違い、自分で何かを率先 してやらないと何も始まらないという
ことです。これからもこのような姿勢を念頭に残りの大学生活を実りあるものにしたいと考えます。
*)工学部物理工学科では、大学教育入門セミナー担当教員が新入生合宿に参加して個別授業の内容などについて新入生に説明等を行
うことになっています。また、合宿の運営はこの数年来、創成教育の一つとして、学生が行うことになっています。
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